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研究成果の概要（和文）：近代日本の捕虜政策は昭和期の虐待と明治・大正期の厚遇という対照性を有している
が、本研究では「厚遇と冷遇の間」である第一次世界大戦末の1918年から日中戦争が始まる1937年の間における
３つの武力衝突（シベリア出兵・山東出兵・満州事変）での捕虜処遇の検討を試みた。最も研究を進めることが
できたのはシベリア出兵期についてであり、ペルヴァヤ・レーチカをはじめとする収容所管理下での処遇が適切
であったことが資料で確認され、在シベリア捕虜の救済・送還事業と共に捕虜問題に国際法・国際機関と共同す
る姿勢が看取できた。収容所外での捕虜問題ならびに山東出兵・満州事変期の捕虜処遇については今後の研究課
題となっている。

研究成果の概要（英文）：The modern Japanese POW policy contrasts the mistreatment of POWs during the
 Showa period with the generous treatment of POWs during the Meiji and Taisho periods. This study 
attempts to examine the treatment of POWs during three conflicts (Siberian Intervention, Shandong 
Expedition, Manchurian Incident) between the end of World War 1 and the Sino-Japanese War, that is, 
in the period “between generous and ill treatment”. We were able to make the most progress in our 
research on the period of the Siberian Intervention and to confirm from the historical documents 
that the treatment of POWs in the POW camps was appropriate. We could also see the attitude of 
cooperation with international law and international organizations on POW treatment along with the 
relief and repatriation projects for ex-Central Powers POWs in Siberia. But the POW issues outside 
the camps, as well as the treatment of POWs during the Shandong Expedition and the Manchurian 
Incident,are still subject to further study.

研究分野：政治史

キーワード： 捕虜

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の挑戦的研究としての意義は、第一に近代日本の捕虜政策における変化を描き出そ
うと試みる点にある。従来その実態がほとんど知られていない時期を明らかにすることで、「厚遇」から「冷
遇」へ転じた原因を明らかにし、捕虜政策研究史上の断絶した二つの時代を架橋せんと試みた。第二に、本研究
は歴史認識問題への寄与という意義も有している。とくに日露戦争・第一次大戦期の厚遇と第二次大戦期の劣悪
な待遇は、日本像の顕彰と断罪との間で、国内や、日本と関係国との間に歴史認識の大きな隔たりを生み出して
いる。本研究は二つの「対照的」な時代の間隙を埋めることで、歴史認識の対話への貢献も挑戦的な意義として
有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、これまで在外研究や海外での講演、海外学会報告において日本人以外の聴衆に
対し、日露戦争および第一次世界大戦（日独戦争）における捕虜処遇について講演・報告を行っ
てきた。そうした機会に「そうした厚遇がどうして酷い扱いをするようになってしまったのか」
という質問がしばしば提示された。一方で、同様の講演・報告を国内で日本人の聴衆を相手に行
った場合には、「虐待ではなく、厚遇したこともあったことに驚いた」「酷い事ばかりやっていた
訳ではなかった」という感想が多かった。つまり捕虜処遇を巡り、日本人以外の関心は明治・大
正期よりも昭和期に向かうのに対して、日本人の関心は昭和期よりも明治・大正期に向かいがち
であり、そうした姿勢はややともすれば前者は虐待の批判に、後者は厚遇の顕彰となり、共通理
解を阻む価値対立に終始してしまうだろう。 
本来、捕虜の処遇は、武器を片手に恐怖と敵意を抱き、相手を殲滅しようと対峙する人々が戦
争の中にあってどれほど理性的であり得るのかという普遍的な問いかけを含んでおり、現代で
も取り組むべき未解決の問いである。また捕虜処遇を含む歴史認識問題はとかく主観的・感情的
に議論されがちであるが、だからこそ歴史研究は何が起きたのかという点を徹底的に実証的に
明らかにし、議論を可能にする客観的な素材を提供すべきではないかと思われた。本研究を構想
した背景と経緯はこれらの点にあり、本研究が、厚遇の事例研究と虐待の事例研究に寸断された
現在の研究状況を批判的に捉え、双方の連結点にあると思われる事例に取り組む理由もここに
あった。 
 
２．研究の目的 
近代日本の捕虜政策は昭和期の虐待と明治・大正期の厚遇という対照性を有している。結果、
第二次大戦時の捕虜処遇は、今なお日本と旧交戦国の間にしこりを残す問題なのに対し、日露戦
争・第一次大戦期のそれは日本側では「国際交流」事例や顕彰の対象にさえなっている。 
捕虜の虐待と厚遇という対照的な近代日本の捕虜政策に関して、先行研究は 1930年代末の日
中戦争とノモンハン事件を処遇変化の端緒として取り上げている。双方の事例の特徴は、第一に
両戦争では解放された日本人捕虜への自決強要など、武士道的な捕虜を恥とする姿勢が確認さ
れたことである。第二に、両戦争とも宣戦布告無き戦争であり、国際法上は宣戦布告後に捕虜保
護の義務が生じる為、「捕虜」が発生しない状況だった。第三に、両戦争は本土ではなく戦場で
捕虜を管理しており、これは現場と軍中枢との方針の齟齬や、民間人と兵士の判別困難という問
題を引き起こし、捕虜殺害の遠因となった。ところでこれらの「捕虜観の変貌」「人道主義の軽
視」「戦場での捕虜管理」はいつ生じたのか。武士道的な考えは日露戦争時にもあり、捕虜を恥
とすることで日本人捕虜を帰国後に村八分にした一方、「武士の情け」として厚遇を支える条件
でもあった。また日中戦争時にも参謀本部はガイドラインを発し、捕虜の人道的処遇に注意を払
っていた。さらに戦場での捕虜判別の困難は日清戦争（旅順）にも日露戦争（サハリン）にもあ
り、捕虜殺害も発生していた。このように厚遇期と冷遇期双方には類似する要素があることから、
捕虜処遇の転換を説明するには、双方の違いを検証するだけでなく、とくに厚遇期から冷遇期へ
の移行期間をつぶさに見る必要があると思われた。 
 従来、捕虜処遇の転換そのものに答えた研究はなく、明治・大正期の処遇と昭和期のそれにつ
いて見解は懸隔したままである。そこで本研究では、従来未検討の「厚遇と冷遇の間」、すなわ
ち第一次世界大戦末の 1918年から日中戦争が始まる 1937年の間における３つの武力衝突、シ
ベリア出兵（1918年～1922年）・山東出兵（1927年～1928年）・満州事変（1931年～1933年）
での捕虜処遇を検討し、捕虜処遇の転換点に位置すると思われる時期の処遇の様子を明らかに
しようと試みた。また、これらの事例における「日本の捕虜観」「国際法と人道主義の認識」「捕
虜管理システム」という要素も検討することで、捕虜処遇史上のミッシングリンクを明らかにし、
歴史認識問題に対して、厚遇の顕彰でも、虐待の断罪でもない、客観的な事実関係の素材を提供
できよう。 
 
３．研究の方法 
本研究は何よりも史料に基づく客観的な実証分析に立脚する。捕虜の処遇問題は主観的な価
値判断を挟みがちであり、容易に善悪の問題へと転化する恐れがある。これを避けるためには、
誰もが参照できる客観的な資料をベースに議論を進める必要がある。史料は公刊史料、文書館史
料、新聞記事、手記を総合的に利用する予定とした。 
一方で、本研究の主眼は、厚遇と冷遇をめぐる「近代日本における捕虜政策上のミッシングリ
ンク」を解明することにある。それゆえ、本研究で取り上げる事例をその前後の事例と比較し、
研究上の空白期間だった時期の捕虜政策を総合分析する。その際、従来の研究で捕虜の厚遇や冷
遇を説明してきた「日本の捕虜観」・「国際法と人道主義の認識」・「捕虜管理システム」の３つの
項目で通時的にも共時的にも分析を行うこととした。 
 
４．研究成果 
近代日本の捕虜政策は昭和期の虐待と明治・大正期の厚遇という対照性を有しているが、本研



究では「厚遇と冷遇の間」である第一次世界大戦末の 1918 年から日中戦争が始まる 1937 年の間
における３つの武力衝突（シベリア出兵・山東出兵・満州事変）での捕虜処遇の検討を試みた。
最も研究を進めることができたのはシベリア出兵期についてであり、ペルヴァヤ・レーチカをは
じめとする収容所管理下での処遇が適切であったことが、陸軍の資料だけでなく、デンマーク赤
十字社やアメリカ YMCA などの資料でも確認され、在シベリア捕虜の救済・送還事業と共に捕虜
問題に国際法・国際機関と共同する姿勢が看取できた。しかし、収容所外での捕虜問題は、日露
戦争時にも日中戦争時にも共通する問題であったが、今回の研究期間ではこうした捕虜管理シ
ステムにまつわる問題を追うことができず、今後の課題として残された。 
国際法と人道主義の認識については、山東出兵の調査の中においても、プロパガンダとしての
性格は否定できないものの、陸軍がこれに配慮していたことは一部史料で確認できた。また満州
事変については、宣戦布告なき戦争のゆえに捕虜情報局の設置の必要を認めなかったことには、
パリ不戦条約以後の戦争違法化という流れにおいて、国際法遵守に対する人道主義の形骸化と
も見なし得る状況が登場している。これはシベリア出兵期において、費用の問題が大きかったと
思われるが、捕虜管理をあくまで国際共同管理の枠内で完結させようとし、国際赤十字社や連合
国の要請に必要以上に応えなかった姿勢にも通じており、今後、さらに検討が必要とされる点で
ある。 
日本の捕虜観については、対象とする時期をさかのぼって検討を行い、日清戦争での処遇状況
から検討し直すことを試みた。清国兵捕虜を見下す姿勢は、捕虜を臆病者として蔑む姿勢から生
じており、武士道の議論と通じる姿勢をすでに確認でき、日本人を開化した側と位置付けること
と相まって顕著であった。しかし、中国文化への尊敬から敬意をもって清国兵捕虜を遇した事例
もあった。したがって、清国兵はアジア系であるがゆえに手酷く扱われたという考えに一定の留
保を迫るものであるが、他方で、国際法の要請により仕方なく捕虜を適切に扱うという姿勢も看
守でき、人道主義が目的ではないという捕虜観の特徴がさかのぼって確認されることになった。 
コロナ禍が継続したことで、海外資料調査を主として、計画していた資料調査が十分に出来な
かったこともあり、とくに山東出兵・満州事変期の捕虜処遇については未解明の部分が多く残さ
れており、上記の見地を踏まえてさらなる検討を継続する必要がある。 
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